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   あたたかく  


          やさしき声にて  


                        子は育つ 


  目で見ることのできない「心」に一番近く、最も影響を及ぼすものと言えば、「声」になるでしょう。 どんな御馳走であっても、ぞんざいな声で、眼前に出されたら、瞬間に食べる気さへ、無くなってしまいます。「人はパンのみによって無意味に生きるのではなく、まごころのこもった言葉によってこそ有意義に生き得るものである。 新約聖書・マタイ伝４章」


     ＊＊＊ ハーブ盆栽 ＊＊＊


  その声（肥）を大切にしながら、尚且つ、周囲の空気をも浄化できる方法があります。今、流行りのマイナスイオンを活用することです。


  ハーブを盆栽に仕立てて、ペットのように、夜には、床の間に飾ったり、玄関などに入れてやれば、室内空気を自然に浄化してくれるし、朝になれば、ベランダなど、外に出してやり、太陽の光を浴びさせ、水を与え、ハーブ自身の成長を促進させ、料理などに必要な分だけ剪定利用しながら、隣近所の空気の浄化にも自然に役立つことになります。         


  かぐはしき 声聞くにより  


        咲きし花   


      微笑みもせむ  実も結びなむ














Had it not been for her/him, I could never be what I am now. 


A good wife is a man’s best wealth and vice versa.


    ♪ 蛍の光 Auld Langsyne ♪                  


   ( old long since  / old long ago )


Should auld acquaintance be forgot, and never brought to mind?


Should auld acquaintance be forgot, and days of auld langsyne? 


For auld langsyne, my dear, for auld langsyne, we’ll take a cup of kindness now for auld langsyne.      
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平成19年（2007年）丁亥（ひのと い）


 ４月     


 日   月  火  水  木  金  土 


  1    2   3   4   5   6   7   


  8    9  10  11  12  13  14  


 15   16  17  18  19  20  21  


 22   23  24  25  26  27  28  
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♪ カリンの花 ♪























平成19年（2007年）丁亥（ひのと い）


３月    


 日   月  火  水  木  金  土 


                   1   2   3   


  4    5   6   7   8   9  10  


 11   12  13  14  15  16  17  


 18   19  20  21  22  23  24  


 25   26  27  28  29  30  31


 　　　　　　♪ キイチゴの葉と梅花結び ♪
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      No discouraging word


Man cannot live on bread alone, but needs every word that God speaks. (MATTHEW 4)





“Heart is made of Heard,”  Hear by ear, study in earnest, and learn by heart, you can earn a true and honest life.





♪ ’Twas grace that taught my heart to fear, and grace my fears relieved.


How precious did that grace appear,


the hour I first believed! ♪








  「切り花」と「生け花」のこと


   供華（くうげ）は今日の華道の根本であり、一枝一輪をもって故人の供養荘厳をその目的とします。しかし、現に生きている花を切って供えることは、如何に理屈をつけても、花の命を殺すことにほかならない。しかしながら、人間の情として、花を飾ることは、食物が肉体を維持する為に不可欠であると同様に、精神・情緒の安定には必須の営みのように思えます。


   したがって、積極的に作用する立場の人間が、植物の立場になって、その栽培成長の手助けをして、その返報としての一枝一輪を剪定利用させてもらう、という心掛けの内にのみ、「殺生」を転じて「共生」に至る平和共存への道があるかもしれません。


   その具体的作法としては、各家庭の仏壇内の香炉で、故人の供養のために抹香・線香等を焚き、また床の間などで、家内の安全祈念・精神の鎮静のために香を焚いたあとに残る香灰を草木の肥料（こえ）として、施すという、古き善きしきたりがあります。すなわち、香炉の灰は常に七、八分目に保ち、余分の灰は庭木、鉢植えの草木の根本に埋めて草木供養の教えに順うように務める。灰は肥料になり、生長した草木の枝葉を折々に、剪定整枝した分を供えることにより、初めて、「切り花」でなく「生け花」となるといえるかもしれません。              
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